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31
年
度
予
算
編
成
な
ど
に
向
け
、
本
会
は
、
第
94
回
定
期
総
会
（
30
年
5
月
30
日
開
催
）
、

第
1
0
5
回
評
議
員
会
（
30
年
11
月
7
日
開
催
）
で
会
長
提
出
決
議
を
決
定
。
地
方
行
政
▽

地
方
財
政
▽
社
会
文
教
▽
産
業
経
済
▽
建
設
運
輸
―
の
各
委
員
会
は
、
30
年
7
・
8
月
、
11

月
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
書
を
決
定
し
た
。
本
会
お
よ
び
各
委
員
会
は
、
要
望
事
項
の
実
現
に
向

け
、
政
府
・
与
党
の
要
職
を
は
じ
め
、
地
元
選
出
国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

第
94
回
定
期
総
会
、
第
1
0
5
回
評
議
員
会
の
会
長
提
出
決
議
、
部
会
提
出
議
案
に
関
係

す
る
30
年
度
要
望
結
果
の
概
要
を
掲
載
す
る
。
要
望
結
果
報
告
は
、
6
月
上
旬
、
全
市
へ
送

付
を
予
定
し
て
い
る
。
今
号
は
、
会
長
提
出
決
議
〈上〉
を
掲
載
す
る
。
〈下〉
、
各
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
次
号
以
降
、
順
次
掲
載
し
て
い
く
。
本
会
と
各
委
員
会
の
要
望
書
、
決
議
・
議
案
な

ど
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
等
へ
の
要
望
・
決
議
」
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

会
長
提
出
決
議
〈上〉

1

代
替
税
財
源
な
き
車
体

課
税
の
減
税
要
求
に
対
す

る
自
動
車
税
の
根
幹
堅
持

等①
代
替
税
源
が
確
保
さ
れ

な
い
限
り
、
自
動
車
税
に
つ

い
て
軽
自
動
車
税
を
起
点
と

し
た
税
率
の
引
き
下
げ
な
ど

の
見
直
し
の
不
実
施
②
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
需
要

変
動
の
平
準
化
対
策
を
自
動

車
関
係
諸
税
に
お
い
て
講
じ

る
場
合
、
具
体
的
な
税
財
源

の
確
保
を
前
提
と
し
、
環
境

性
能
割
の
根
幹
に
影
響
す
る

措
置
の
不
実
施
③
自
動
車
重

量
税
に
つ
い
て
、
減
収
を
伴

う
見
直
し
が
行
わ
れ
る
場
合

の
代
替
財
源
の
確
保
④
自
動

車
取
得
税
・
自
動
車
重
量
税

に
係
る
エ
コ
カ
ー
減
税
、
自

動
車
税
・
軽
自
動
車
税
に
係

る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
地
方
財
政

に
影
響
が
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
や
基
準
の
見
直
し
・
重

点
化
―
を
要
望
し
た
。

①
④
に
つ
い
て
、
自
動
車

の
保
有
に
係
る
税
（
自
動
車

税
）
の
税
率
は
、
今
年
10
月

1
日
以
後
に
新
車
新
規
登
録

を
受
け
た
自
家
用
乗
用
車
か

ら
、
小
型
自
動
車
を
中
心
に
、

全
て
の
税
率
区
分
に
お
い
て

引
き
下
げ
（
恒
久
減
税
・
平

年
度
ベ
ー
ス
で
1
3
2
0
億

円
程
度
の
減
）
と
な
っ
た
が
、

軽
自
動
車
税
（
1
万
8
0
0

円
）
を
起
点
と
し
た
引
き
下

げ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
（
右

下
表
・
グ
ラ
フ
参
照
）
。

こ
の
減
税
に
対
し
、
エ
コ

カ
ー
減
税
（
自
動
車
重
量
税

・
自
動
車
取
得
税
）
、
グ
リ

ー
ン
化
特
例
・
軽
課
（
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
）
、
環

境
性
能
割
（
自
動
車
税
）
に

つ
い
て
、
対
象
の
重
点
化
、

基
準
の
見
直
し
な
ど
を
図
る

ほ
か
、
車
体
課
税
の
見
直
し

の
最
終
的
な
結
論
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
異
例
の
措
置

と
し
て
、
都
道
府
県
自
動
車

重
量
譲
与
税
制
度
の
創
設

（
自
動
車
重
量
税
の
譲
与
割

合
の
引
き
上
げ
）
や
揮
発
油

税
か
ら
地
方
揮
発
油
税
へ
の

税
源
移
譲
に
よ
る
代
替
税
財

源
（
平
年
度
ベ
ー
ス
で
1
3

2
0
億
円
程
度
）
が
確
保
さ

れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
変
動

の
平
準
化
対
策
（
自
動
車
の

取
得
時
の
負
担
感
の
緩
和
）

の
た
め
、
今
年
10
月
1
日
か

ら
翌
年
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
取
得
し
た
自
家
用
乗
用
車

【
2
面
へ
続
く
】
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【
1
面
か
ら
続
く
】

（
登
録
車
お
よ
び
軽
自
動
車
）

に
つ
い
て
、
環
境
性
能
割
の

税
率
が
1
％
分
軽
減
さ
れ
る
。

地
方
税
の
減
収
分
は
、
地
方

特
例
交
付
金
に
よ
り
、
全
額

国
費
で
補
塡
さ
れ
る
。

③
に
つ
い
て
、
減
収
を
伴

う
見
直
し
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
大
幅
見
直
し
に
よ

り
、
「
平
成
31
年
度
税
制
改

正
大
綱
」
（
与
党
税
制
改
正

大
綱
）
に
お
い
て
、
「
税
制

抜
本
改
革
法
以
来
の
累
次
の

与
党
税
制
改
正
大
綱
に
お
い

て
懸
案
事
項
と
さ
れ
て
き
た

車
体
課
税
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
今
般
の
措
置
を
も
っ

て
最
終
的
な
結
論
と
す
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。

2

高
齢
化
の
加
速
と
在
外

邦
人
の
増
加
に
対
応
す
る

住
民
基
本
台
帳
制
度
等
の

見
直
し

①
所
有
者
不
明
土
地
等
へ

対
応
す
る
た
め
、
「
住
民
票

除
票
簿
」
お
よ
び
「
戸
籍
の

附
票
除
票
簿
」
の
保
存
期
間

の
大
幅
延
長
②
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の

海
外
で
の
継
続
利
用
を
可
能

に
す
る
本
人
確
認
4
情
報
の

認
証
基
盤
の
早
期
整
備
③
戸

籍
事
務
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
へ
の
参
加
に
当
た
り
、
個

人
情
報
保
護
へ
の
十
分
な
配

慮
―
を
求
め
た
。

①
に
つ
い
て
、今
国
会（
第

1
9
8
回
通
常
国
会
）
へ
提

出
さ
れ
た
「
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
改
正
案
」
で
、
住

民
票
の
除
票
を
「
除
票
簿
」

と
し
て
活
用
す
る
仕
組
み
を

法
的
に
位
置
付
け
た
上
で
、

現
在
5
年
の
保
存
期
間
が
1

5
0
年
に
延
長
さ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
「
公
的
個

人
認
証
法
の
一
部
改
正
案
」

な
ど
で
、
国
外
転
出
者
に
よ

る
公
的
個
人
認
証
（
電
子
証

明
書
）
や
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
・
本
人
確
認
の
実
現
が

図
ら
れ
る
。

③
に
つ
い
て
、
今
国
会
へ

提
出
さ
れ
た
「
戸
籍
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
で
、

行
政
機
関
と
法
務
省
と
の
間

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
自
体

の
や
り
と
り
は
行
わ
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

3

地
方
創
生
・
地
方
分
権

改
革
の
推
進
及
び
地
方
税

財
源
の
充
実
確
保

⑴

地
方
創
生
の
推
進

①
次
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
当
た
っ
て
の
社
会
資
本
整

備
の
適
切
な
位
置
付
け
②
防

災
・
安
全
交
付
金
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
お
よ
び

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
等
の
十
分
な
財
源
の

確
保
③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
費
の
拡
充
・
継

続
。
算
定
に
当
た
っ
て
の
条

件
不
利
地
域
や
財
政
力
の
脆

弱
な
市
町
村
の
考
慮
④
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
長
期
に

わ
た
る
継
続
的
な
も
の
と
し
、

総
額
の
確
保
を
図
り
、
自
由

度
の
高
い
、
よ
り
使
い
勝
手

の
よ
い
も
の
と
す
る
。
事
業

申
請
に
係
る
手
続
き
の
簡
素

化
、
速
や
か
な
交
付
決
定
⑤

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

や
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創

生
交
付
金
等
の
地
方
の
意
見

等
を
十
分
踏
ま
え
た
、
弾
力

的
な
運
用
と
積
極
的
な
採
用

―
な
ど
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
、
30
年
12
月

21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略（
2
0
1
8
改

訂
版
）」
で
は
、
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
の
実
現
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
組

を
は
じ
め
と
す
る
現
在
と
将

来
の
社
会
的
変
化
を
見
据
え
、

地
方
創
生
の
新
た
な
展
開
と

し
て
の
飛
躍
に
向
け
、
次
期

の
総
合
戦
略
策
定
の
準
備
を

開
始
す
る
」
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
「
地
方
創

生
版
・
三
本
の
矢
」
な
ど
地

方
創
生
に
向
け
た
支
援
が
検

証
さ
れ
、「
第
1
期『
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
』に
関
す
る
検
証
会
」が
4

月
10
日
に
取
り
ま
と
め（
案
）

を
提
示
す
る
。

②
に
つ
い
て
、
31
年
度
国

土
交
通
省
予
算
で
、
防
災
・

安
全
交
付
金
は
1
兆
3
1
7

3
億
円（
30
年
度
比
18
％
増
）

が
計
上
さ
れ
、
頻
発
す
る
風

水
害
・
土
砂
災
害
や
大
規
模

地
震
・
津
波
に
対
す
る
防
災

・
減
災
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
長

寿
命
化
計
画
を
踏
ま
え
た
老

朽
化
対
策
な
ど
、
地
方
自
治

体
等
の
取
り
組
み
が
集
中
的

に
支
援
さ
れ
る
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
は
8
7
1

3
億
円
（
同
2
％
減
）
が
計

上
さ
れ
た
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
費
に
つ
い
て
、
30
年

度
と
同
額
の
4
8
0
0
億
円

が
確
保
。
橋
梁
、
都
市
公
園
、

林
道
、
地
す
べ
り
防
止
施
設

の
長
寿
命
化
が
追
加
さ
れ
る
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
の
事
業
年
度
に
変
更
は

な
い
が
、
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
で
は
、32（
2

0
2
0
）
年
度
ま
で
に
実
施

設
計
に
着
手
し
た
事
業
に
つ

い
て
、
翌
年
度
以
降
も
現
行

と
同
様
の
地
方
財
政
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
。

③
に
つ
い
て
、
31
年
度
地

方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費
が
引
き
続
き
1
兆
円
計

上
さ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
、
地
方
版
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、
地
方
公

共
団
体
が
自
主
的
・
主
体
的

に
行
う
先
導
的
な
取
り
組
み

の
た
め
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
1
0
0
0
億
円
（
30
年

度
と
同
額
）
が
計
上
さ
れ
た
。

「
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
対
応

し
た
「
移
住
・
起
業
・
就
業

タ
イ
プ
」
が
新
設
さ
れ
た
。

現
在
、
次
期
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

と
合
わ
せ
た
地
方
創
生
推
進

交
付
金
の
在
り
方
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
運
用
改
善

策
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、

5
月
に
は
報
告
書
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
る
。

⑤
に
つ
い
て
、
地
域
経
済

の
活
性
化
と
い
う
喫
緊
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
基
盤

と
な
る
先
導
的
な
施
設
整
備

等
が
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
6
0
0
億
円
（
30
年
度

第
2
次
補
正
予
算
）
に
よ
り

支
援
さ
れ
る
。
地
方
大
学
・

地
域
産
業
創
生
交
付
金
に
つ

い
て
も
31
年
度
予
算
が
22
・

5
億
円
（
30
年
度
20
・
0
億

円
）
に
増
額
さ
れ
た
た
め
、

地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生

【
3
面
へ
続
く
】
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交
付
金
事
業
が
97
・
5
億
円

（
30
年
度
95
・
0
億
円
）
に

増
額
さ
れ
た
。
首
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
産
学
官

連
携
に
よ
り
、
地
域
中
核
的

産
業
振
興
や
専
門
人
材
育
成

な
ど
に
つ
い
て
重
点
的
に
支

援
さ
れ
る
。

⑵

地
方
分
権
改
革
の
推
進

①
従
う
べ
き
基
準
廃
止
ま

た
は
参
酌
化
を
含
め
た
、
さ

ら
な
る
義
務
付
け
・
枠
付
け

の
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ

の
事
務
・
権
限
の
移
譲
②
地

方
議
会
の
活
動
を
制
約
し
て

い
る
法
令
上
の
諸
規
定
の
さ

ら
な
る
見
直
し
等
地
方
議
会

の
権
能
強
化
―
な
ど
を
求
め

た
。①

に
つ
い
て
、
地
方
分
権

改
革
の
一
層
の
促
進
で
は
、

「
平
成
30
年
の
地
方
か
ら
の

提
案
等
に
関
す
る
対
応
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
5
年
目
と

な
る
提
案
募
集
方
式
に
お
い

て
3
1
9
件
の
提
出
が
あ
り
、

検
討
対
象
1
8
8
件
の
う
ち
、

1
6
8
件
（
89
・
4
％
）
が

実
現
・
対
応
で
き
る
も
の
と

さ
れ
た
（
右
表
①
を
参
照
）
。

主
な
事
項
と
し
て
▽
公
立

博
物
館
な
ど
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
の

移
管
を
可
能
と
す
る
見
直
し

▽
農
地
中
間
管
理
事
業
に
係

る
制
度
の
見
直
し
▽
電
子
マ

ネ
ー
を
利
用
し
た
公
金
収
納

の
取
り
扱
い
の
明
確
化
▽
災

害
援
護
資
金
の
借
り
受
け
お

よ
び
返
済
の
円
滑
化
▽
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
係
る
「
従

う
べ
き
基
準
」
等
の
見
直
し

▽
児
童
養
護
施
設
等
の
児
童

指
導
員
資
格
要
件

へ
の
幼
稚
園
教
諭

の
追
加
―
な
ど
が

実
現
さ
れ
、
対
応

方
針
を
含
め
た
第

9
次
分
権
一
括
法

案
が
今
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
。

移
譲
さ
れ
た
事

務
・
権
限
が
円
滑

に
執
行
で
き
る
よ

う
、
地
方
税
や
国

庫
補
助
金
な
ど
に

よ
り
、
確
実
な
財

源
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
「
4

地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
の

確
保
」
（
後
述
）
を
参
考
。

⑶

平
成
31
年
度
地
方
財
政

対
策

①
地
方
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
総
額
の
充

実
確
保
。
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
縮
小
②
地
方
交
付
税

の
総
額
確
保
。
地
方
の
財
源

不
足
の
補
塡
の
抜
本
的
見
直

し
③
地
方
の
基
金
残
高
の
増

加
を
理
由
と
し
た
地
方
交
付

税
等
の
削
減
の
不
実
施
④
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

つ
い
て
、
全
額
国
費
で
の
確

保
や
地
方
と
十
分
協
議
し
た

上
で
の
実
施
⑤
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
費
の
引

き
続
き
十
分
な
財
源
の
確
保

と
事
業
期
間
の
延
長
―
な
ど

を
要
望
し
た
。

①
②
③
に
つ
い
て
。
一
般

財
源
総
額
は
、
30
年
度
を
0

・
6
兆
円
上
回
る
62
・
7
兆

円
が
確
保
さ
れ
た
。

地
方
税
が
増
収
と
な
る
中
、

地
方
交
付

税
総
額
は

30
年
度
を

0
・
2
兆

円
上
回
る

16
・
2
兆

円
が
確
保

さ
れ
た
が
、

法
定
率
の

引
き
上
げ

は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

地
方
の
基

金
残
高
の

増
加
を
理

由
と
し
た

削
減
は
さ

れ
な
い
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
30
年

度
か
ら
0
・
7
兆
円
抑
制
さ

れ
、
3
・
3
兆
円
と
な
っ
た
。

④
に
つ
い
て
、
今
年
10
月

か
ら
実
施
す
る
幼
児
教
育
の

無
償
化
に
係
る
経
費
で
は
、

今
年
度
は
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
地
方
の
増
収
が
わ

ず
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

方
負
担
分
を
措
置
す
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付

金
（
仮
称
）
が
2
3
4
9
億

円
で
創
設
。
全
額
国
費
で
負

担
さ
れ
る
。

32
（
2
0
2
0
）
年
度
以

降
の
地
方
負
担
分
は
、
地
方

財
政
計
画
の
歳
出
に
全
額
が

計
上
さ
れ
る
。
個
別
市
町
村

の
地
方
交
付
税
の
算
定
に
当

た
り
、
地
方
負
担
の
全
額
が

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
方
消
費

税
の
増
収
分
の
全
額
が
基
準

財
政
収
入
額
に
算
入
さ
れ
る
。

31
年
度
と
32（
2
0
2
0
）

年
度
の
導
入
時
に
必
要
な
事

務
費
に
つ
い
て
は
、
全
額
国

費
で
負
担
さ
れ
る
。
新
た
に

無
償
化
の
対
象
と
な
る
認
可

外
保
育
施
設
な
ど
に
係
る
事

務
費
に
つ
い
て
は
、
35
（
2

0
2
3
）
年
度
ま
で
の
経
過

措
置
期
間
、
全
額
国
費
で
負

担
さ
れ
る（
上
表
②
を
参
照
）。

⑤
に
つ
い
て
は
、
⑴
地
方

創
生
の
推
進
②
を
参
照
。

⑷

平
成
31
年
度
税
制
改
正

①
地
方
税
制
の
拡
充
強
化
。

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

系
の
構
築
②
固
定
資
産
税
の

【
2
面
か
ら
続
く
】

【
4
面
へ
続
く
】

実現・
対応の
割合
c/e

63.7％
72.8％
76.5％
89.9％

89.4％

合計
e＝
c＋d

535
228
196
207

188

実現で
きなか
ったも
の d

194
62
46
21

20

小計
c＝
a＋b

341
166
150
186

168

現行規
定で対
応可能
b

78
42
34
29

23

提案の
趣旨を
踏まえ
対応 a

263
124
116
157

145

分類

年

H26
H27
H28
H29

H30

出典：内閣府資料表① 平成30年地方からの提案に関する対応状況

（単位：億円）

※平成31年度の幼児教育の無償化に係る地方負担分（上表太線枠囲み部分：2,349億円）については、臨時交
付金を創設し、全額国費で対応。

※子育て支援施設等利用給付の財源負担割合は、私立幼稚園等では、上段が現行制度の負担割合、下段（⇒
で表示）が、新制度における負担割合。認可外保育施設、預かり保育などでは、上段が当初国が示した負
担割合。下段が要望の結果、決定した負担割合。

※総務省の資料を基に本会作成 （注）四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

表② 幼児教育の無償化に係る国と地方の財源負担割合および31年度所要額

（3） 平成31年4月5日 第2080号全国市 議 会 旬 報
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【
3
面
か
ら
続
く
】

安
定
的
確
保
。
償
却
資
産
に

係
る
固
定
資
産
税
の
現
行
制

度
堅
持
③
代
替
税
源
が
確
保

さ
れ
な
い
限
り
、
自
動
車
税

に
つ
い
て
軽
自
動
車
税
を
起

点
と
し
た
税
率
の
引
き
下
げ

を
図
る
な
ど
の
見
直
し
の
不

実
施
④
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の

現
行
制
度
堅
持
―
な
ど
を
要

望
し
た
。

①
に
つ
い
て
、
今
年
10
月

か
ら
の
消
費
税
率
・
地
方
消

費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、
地
方
消
費
税
率

が
1
・
7
％
か
ら
2
・
2
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

地
方
法
人
課
税
の
新
た
な

偏
在
是
正
措
置
と
し
て
、
特

別
法
人
事
業
税
（
仮
称
）
お

よ
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税

（
仮
称
）
が
創
設
さ
れ
る
。

消
費
税
率
10
％
段
階
で
、
都

道
府
県
税
で
あ
る
法
人
事
業

税
（
所
得
割
・
収
入
割
）
の

約
3
割
を
分
離
、
特
別
法
人

事
業
税
（
国
税
）
と
し
、
全

額
が
都
道
府
県
に
譲
与
さ
れ

る（
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
）。

②
に
つ
い
て
、
31
年
度
地

方
財
政
計
画
に
、
30
年
度
か

ら
1
2
8
7
億
円
増
の
9
兆

7
2
1
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

償
却
資
産
に
係
る
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
制

度
が
堅
持
さ
れ
た
。

③
に
つ
い
て
は
、
「
1

代
替
税
財
源
な
き
車
体
課
税

の
減
税
要
求
に
対
す
る
自
動

車
税
の
根
幹
堅
持
等
」
参
照
。

④
に
つ
い
て
、
与
党
の
税

制
改
正
大
綱
で
、
「
今
後
長

期
的
に
検
討
す
る
」
と
さ
れ
、

現
行
制
度
は
堅
持
さ
れ
る
。

4

地
方
議
会
議
員
の
な
り

手
の
確
保

①
多
様
な
人
材
の
議
会
参

画
を
促
す
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
「
請
負
」
の
要
件
の
再

整
理
・
明
確
化
、
議
員
へ
の

立
候
補
や
議
会
・
議
員
活
動

の
た
め
の
休
暇
・
休
職
制
度
、

議
員
退
職
後
の
復
職
制
度
の

整
備
②
さ
ら
な
る
地
方
議
会

の
権
能
強
化
に
つ
い
て
は
、

地
方
議
会
議
員
の
法
的
な
位

置
付
け
の
明
確
化
、
議
長
へ

の
議
会
招
集
権
の
付
与
―
な

ど
を
求
め
た
。
両
項
目
と
も

実
現
し
て
い
な
い
。

31
年
度
予
算
成
立

一
般
会
計
総
額
1
0
1
兆

4
5
7
1
億
円
の
国
の
31
年

度
予
算
が
3
月
27
日
、
参
議

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し

た
。

※
年
表
記
が
な
い
も
の
は
31
年

▼
議
長

▽
豊
岡

関
貫
久
仁
郎（
30
・
11
・
13
）

▽
戸
田

遠
藤
英
樹（
2
・
6
）

▽
須
坂

中
島
義
浩（
2
・
12
）

▽
阿
蘇

湯
淺
正
司（
2
・
12
）

▽
亀
岡

齊
藤
一
義（
2
・
13
）

▽
御
殿
場

田
代
耕
一（
2
・
15
）

▽
西
条

行
元

博（
2
・
18
）

▽
霧
島

下
深
迫
孝
二（
2
・
18
）

▽
岩
出

田
畑
昭
二（
2
・
19
）

▽
旭
川

杉
山
允
孝（
2
・
20
）

▽
上
野
原長

田
喜
巳
夫（
2
・
20
）

▽
今
治

森

京
典（
2
・
20
）

▽
中
央（
山
梨
）

福
田
清
美（
2
・
21
）

▽
瑞
浪

熊
谷
隆
男（
2
・
22
）

▽
茅
野

篠
原
啓
郎（
2
・
25
）

▽
焼
津

鈴
木
浩
己（
2
・
25
）

▽
尾
張
旭

早
川
八
郎（
2
・
25
）

▽
各
務
原

足
立
孝
夫（
2
・
25
）

▽
大
野

梅
林
厚
子（
2
・
26
）

▽
前
橋

阿
部
忠
幸（
2
・
27
）

▽
渋
川

石
倉
一
夫（
2
・
27
）

▽
下
関

林

透（
2
・
27
）

▽
富
山

舎
川
智
也（
3
・
1
）

▽
白
山

石
地
宜
一（
3
・
1
）

▽
橿
原

槇
尾
幸
雄（
3
・
1
）

▽
豊
後
高
田菅

健
雄（
3
・
1
）

▽
北
九
州

村
上
幸
一（
3
・
4
）

▽
か
ほ
く

安
達

肇（
3
・
18
）

▽
飯
能

平
沼

弘（
3
・
18
）

▽
入
間

宮
岡
治
郎（
3
・
19
）

▽
飛
驒

中
嶋
国
則（
3
・
20
）

▽
蕨

今
井
良
助（
3
・
21
）

▼
副
議
長

▽
豊
岡井

上
正
治（
30
・
11
・
13
）

▽
か
す
み
が
う
ら

岡
崎

勉（
2
・
4
）

▽
戸
田

峯
岸
義
雄（
2
・
6
）

▽
須
坂

酒
井
和
裕（
2
・
12
）

▽
阿
蘇

河
﨑
德
雄（
2
・
12
）

▽
亀
岡

藤
本

弘（
2
・
13
）

▽
御
殿
場

平
松
忠
司（
2
・
15
）

▽
西
条

武
田

功（
2
・
18
）

▽
霧
島

木
野
田
誠（
2
・
18
）

▽
新
座

鈴
木
明
子（
2
・
19
）

▽
岩
出

福
山
晴
美（
2
・
19
）

▽
唐
津

石
﨑
俊
治（
2
・
19
）

▽
旭
川

塩
尻
伸
司（
2
・
20
）

▽
五
所
川
原吉

岡
良
浩（
2
・
20
）

▽
上
野
原

東
山
洋
昭（
2
・
20
）

▽
今
治

藤
原
秀
博（
2
・
20
）

▽
中
央（
山
梨
）

金
丸
俊
明（
2
・
21
）

▽
高
島

今
城
克
啓（
2
・
21
）

▽
瑞
浪

成
瀬
徳
夫（
2
・
22
）

▽
焼
津

石
田
江
利
子（
2
・
25
）

▽
各
務
原

川
嶋
一
生（
2
・
25
）

▽
都
城

永
田
照
明（
2
・
25
）

▽
大
野

松
田
元
栄（
2
・
26
）

▽
北
杜

清
水

進（
2
・
26
）

▽
前
橋

小
曽
根
英
明（
2
・
27
）

▽
渋
川

山
内
崇
仁（
2
・
27
）

▽
下
関

吉
田
真
次（
2
・
27
）

▽
三
豊

浜
口
恭
行（
2
・
27
）

▽
白
山

南

清
人（
3
・
1
）

▽
橿
原

大
保
由
香
子（
3
・
1
）

▽
豊
後
高
田土

谷
信
也（
3
・
1
）

▽
北
九
州

岡
本
義
之（
3
・
4
）

▽
大
分

宮
邉
和
弘（
3
・
5
）

▽
ふ
じ
み
野民

部
佳
代（
3
・
12
）

▽
か
ほ
く

板
谷
悦
郎（
3
・
18
）

▽
飯
能

栗
原
義
幸（
3
・
18
）

▽
羽
咋

北
川
真
知
子（
3
・
19
）

▽
入
間

松
本
義
明（
3
・
19
）

▽
阿
波

松
村
幸
治（
3
・
19
）

▽
飛
驒

前
川
文
博（
3
・
20
）

▽
西
海

宮
本
一
昭（
3
・
20
）

▼
事
務
局
長

▽
白
井鳩

貝
俊
行（
29
・
4
・
1
）

▽
相
模
原

長
田

尚（
30
・
4
・
1
）

▽
古
賀渋

田
倫
男（
30
・
4
・
1
）

▽
釜
石

小
笠
原
勝
弘（
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

第2080号 平成31年4月5日 （4）全国市 議 会 旬 報
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東
海
部
会
の
部
会
長
市
で

あ
る
富
士
市
は
、
人
口
約
25

万
人
。
静
岡
県
の
東
部
に
位

置
し
、
北
に
日
本
最
高
峰
の

富
士
山
を
仰
ぎ
、
南
に
日
本

一
深
い
駿
河
湾
を
望
む
ま
ち
。

東
海
道
新
幹
線
や
東
海
道
本

線
、
東
名
・
新
東
名
高
速
道

路
な
ど
が
は
し
る
交
通
の
要

衝
。
豊
か
な
緑
と
湧
水
の
恵

み
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
。

富
士
山
が
一
番
き
れ
い
に

見
ら
れ
る
ま
ち

市
名
の
と
お
り
、
市
の
最

大
の
魅
力
は
富
士
山
。
市
内

の
ど
こ
か
ら
で
も
美
し
い
富

士
山
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
自
慢
の
一
つ
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
富
士

山
百
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
は
、
市
内
か
ら
撮
っ
た
四

季
折
々
の
富
士
山
の
写
真
が
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。

駿
河
湾
に
面
す
る
「
ふ
じ

の
く
に
田
子
の
浦
み
な
と
公

園
」
や
「
富
士
塚
」
を
起
点

に
富
士
山
頂

（
3
7
7
6

ｍ
）
ま
で
を

踏
破
す
る

「
富
士
山
登

山
ル
ー
ト
3

7
7
6
」
が

27
年
に
設
定

さ
れ
、
海
外

か
ら
の
観
光

客
に
も
好
評

を
博
し
て
い

る
。
登
山
ル

ー
ト
に
は
歌
川
広
重
の
東
海

道
五
十
三
次
「
左
富
士
」
や

葛
飾
北
斎
の
富
嶽
三
十
六
景

「
駿
州
片
倉
茶
園
ノ
不
二
」

な
ど
浮
世
絵
の
題
材
や
、
源

頼
朝
を
討
伐
し
よ
う
と
し
た

平
家
の
軍
勢
が
、
水
鳥
の
羽

音
に
驚
い
て
逃
げ
去
っ
た
と

い
う
富
士
川
の
戦
い
の
跡
が

あ
り
、
立
ち
寄
る
こ
と
が
で

き
る
。
富
士
市
は
、
か
ぐ
や

姫
伝
説
の
地
で
も
あ
る
。
か

ぐ
や
姫
は
最
後
、
月
に
帰
っ

た
の
で
は
な
く
、
富
士
山
に

登
っ
た
と
さ
れ
、
物
語
を
展

示
す
る
「
富
士
山
か
ぐ
や
姫

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
ル
ー
ト

に
近
い
。

絶
品
の
生
し
ら
す

鰯
の
稚
魚
の
「
し
ら
す
」
。

駿
河
湾
で
は
1
月
15

日
か
ら
3
月
20
日
が

禁
漁
期
間
の
た
め
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に

漁
が
始
ま
る
。
「
田

子
の
浦
し
ら
す
」
が

お
い
し
い
の
は
、
通

常
、
漁
船
2
艘
で
行

う
漁
を
、
特
殊
な
網

を
使
い
1
艘
で
行
う

た
め
。
漁
獲
量
は
少

な
い
が
、
し
ら
す
を

傷
つ
け
る
こ
と
な
く

素
早
く
水
揚
げ
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。
釜
揚
げ
し

ら
す
や
、
か
き
揚
げ
も
良
い

が
、
鮮
度
と
ピ
チ
ピ
チ
感
が

絶
品
の「
田
子
の
浦
し
ら
す
」、

ぜ
ひ
、
生
で
味
わ
い
た
い
。

富
士
山
と
工
場
夜
景

産
業
都
市
で
あ
る
富
士
市

に
は
、
約
1
3
0
0
も
の
事

業
所
が
あ
る
。
夕
暮
れ
時
か

ら
工
場
に
灯
さ
れ
る
輝
き

「
工
場
夜
景
」
は
、
ま
ち
の

産
業
の
原
動
力
を
象
徴
す
る

証
で
あ
る
。
工
場
夜
景
は
全

国
的
な
ブ
ー
ム
で
、
富
士
市

で
は
、
富
士
山
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
堪
能
で
き
る
。

日
本
夜
景
遺
産
事
務
局
に
よ

り
、
日
本
初
の
「
日
本
夜
景

遺
産
」
の
一
つ
に
認
定
さ
れ

た
、
ロ
ー
カ
ル
線
「
岳
南
電

車
」
に
乗
り
、
闇
に
ふ
わ
っ

と
浮
か
ぶ
工
場
群
や
駅
舎
の

灯
り
、
昭
和
レ
ト
ロ
な
夜
の

ま
ち
を
楽
し
ん
で
み
て
は
。

議議
長長
談談
話話

富
士
市
は
、
年
間
を
通
し

て
温
暖
な
気
候
で
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
首

都
圏
や
中
京
圏
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
良
く
、
富
士
山
の
湧
水

を
利
用
し
た
紙
パ
ル
プ
産
業

を
中
心
に
工
業
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

は
、
水
泳
や
※ア
ル
テ
ィ
メ
ッ

ト
な
ど
全
国
規
模
の
大
会
を

誘
致
し
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
や

工
場
夜
景
観
光
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
多

く
の
皆
様
の
お
越
し
を
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

※
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
フ
リ
ス

ビ
ー
）
を
使
っ
た
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
似
た
ス

ポ
ー
ツ
。
2
0
2
8
年
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
五
輪
で
の
追
加
種

目
を
目
指
し
て
い
る
。

4月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 58市
施行時特例市 27市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

富士山と工場夜景
【提供＝富士工場夜景倶楽部 宮崎泰一氏】

望月昇富士市議会議長

大淵笹場から望む富士山と茶摘み風景【提供＝富士市】

生
し
ら
す
丼【
提
供
�
富
士
市
】
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総
務
省
は
、
選
挙
や
政
治

参
加
の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
将
来
有
権
者
と
な

る
小
学
生
向
け
の
主
権
者
教

育
動
画
を
制
作
し
た
。
テ
レ

ビ
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ
ク
、
お

選
挙
お
姉
さ
ん
「
た
か
ま
つ

な
な
」
さ
ん
が
出
演
。
1
本

3
分
程
度
の
も
の
が
3
本
と

投
票
を
呼
び
掛
け
る
15
秒
Ｃ

Ｍ
2
本
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
5
0
0

部
作
り
、
各
都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
に
配
布
し
た
。

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
公
開
し
、
市
区
町
村
選

管
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
選
管
が
小
学
校
に
出
向

く
出
前
授
業
な
ど
で
活
用
し

て
も
ら
う
。

動
画
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ま

な
べ
！
セ
ン
キ
ョ
ッ
キ
ョ
」
。

ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ
ク
が
出

て
い
た
幼
児
、
子
ど
も
向
け

テ
レ
ビ
番
組
「
ひ
ら
け
！
ポ

ン
キ
ッ
キ
」
を
も
じ
っ
た
も

の
で
、
小
学
生
た
ち
が
興
味

を
持
つ
よ
う
に
分
か
り
や
す

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
3

本
の
う
ち
「
大
き
な
財
布
の

使
い
道
」は
、国
や
地
域
の
課

題
、
税
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
、
普
段
か
ら
自
分
の
意
見

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
、
選

挙
で
自
分
の
考
え
に
近
い
人

を
選
ん
で
み
ん
な
の
意
見
を

議
会
に
届
け
よ
う
と
訴
え
る
。

「
民
主
主
義
と
は
」
は
、

お
い
し
そ
う
な
パ
フ
ェ
を
ガ

チ
ャ
ピ
ン
と
ム
ッ
ク
が
取
り

合
い
、
食
べ
る
人
を
ど
う
や

っ
て
決
め
る
か
の
話
。
か
つ

て
は「
力
」だ
っ
た
り
、「
掟
」

で
決
め
た
り
し
た
が
、
民
主

主
義
の
世
の
中
で
は
話
し
合

っ
た
上
で
多
数
決
に
よ
る

「
数
」
。
た
だ
、
数
の
力
と

い
っ
て
も
、
候
補
者
が
ど
ん

な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
か
、

よ
く
考
え
た
上
で
投
票
し
よ

う
と
呼
び
掛
け
る
。

「
投
票
の
不
思
議
」
で
は
、

ガ
チ
ャ
ピ
ン
と
ム
ッ
ク
も
選

挙
権
を
持
つ
生
徒
会
長
選
挙

を
題
材
に
、
本
来
は
多
数
派

で
あ
っ
た
候
補
者
の
支
持
層

が
あ
ま
り
投
票
に
行
か
ず
、

結
果
と
し
て
少
数
派
の
支
持

す
る
候
補
者
に
負
け
て
し
ま

っ
た
と
い
う
実
例
を
挙
げ
、

民
意
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
投
票
に
行
っ
て
意
思
表

示
し
よ
う
と
訴
え
る
。

総
務
省
選
挙
部
管
理
課
は

「
小
学
生
に
選
挙
や
政
治
参

加
の
意
義
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
。
出
前
授
業
や
選
挙
な

ど
、広
く
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。
選
挙
権
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
が
、
若
年
層
の
投
票
率

は
低
水
準
に
あ
る
。
同
省

は
平
成
27
年
か
ら
文
部
科

学
省
と
共
同
で
高
校
生
向

け
の
主
権
者
教
育
の
副
教

材
「
私
た
ち
が
拓
く
日
本

の
未
来
」
を
作
成
し
、
全

高
校
生
に
配
布
。
子
ど
も

の
将
来
の
投
票
に
つ
な
が

る
よ
う
に
親
子
連
れ
投
票

を
呼
び
掛
け
る
ほ
か
、
進

学
や
就
職
で
引
っ
越
し
を

す
る
人
に
、
現
実
に
居
住

す
る
住
所
地
で
投
票
す
る

た
め
に
、
住
民
票
異
動
の
届

出
を
行
う
必
要
性
を
周
知
す

る
チ
ラ
シ
を
作
る
な
ど
、
若

者
世
代
の
投
票
率
ア
ッ
プ
へ

主
権
者
教
育
や
選
挙
啓
発
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
の
動

画
は
そ
の
一
環
と
し
て
作
っ

た
。

山
形
（
人
口
約
25
万
人
）
、

福
井
（
約
26
万
人
）
、
甲
府

（
約
19
万
人
）
、
寝
屋
川
（
約

23
万
人
）
の
4
市
が
、
4
月

1
日
、
施
行
時
特
例
市
か
ら

中
核
市
に
移
行
し
た
（
人
口

は
い
ず
れ
も
3
月
1
日
現

在
）。中
核
市
は
58
市
と
な
る
。

中
核
市
は
、
人
口
20
万
人

以
上
の
市
の
申
し
出
に
基
づ

き
、
政
令
で
指
定
さ
れ
る
。

申
し
出
に
当
た
り
、
市
議
会

の
議
決
、
都
道
府
県
の
同
意

（
都
道
府
県
議
会
の
議
決
）

が
必
要
。
27
年
4
月
1
日
に

施
行
さ
れ
た
改
正
地
方
自
治

法
で
特
例
市
が
廃
止
さ
れ
、

中
核
市
の
要
件
が
「
30
万
人

以
上
」
か
ら
「
20
万
人
以
上
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の

際
の
経
過
措
置
と
し
て
、
既

に
指
定
さ
れ
て
い
た
特
例
市

は
人
口
20
万
人
未
満
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
施
行
か
ら
5

年
間
、
中
核
市
の
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

中
核
市
に
は
①
環
境
保
全

で
は
、
一
般
廃
棄
物
、
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許

可
②
福
祉
で
は
、
保
育
所
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設

置
認
可
・
監
督
③
保
健
衛
生

で
は
、
保
健
所
の
設
置
、
飲

食
店
営
業
の
許
可
④
教
育
で

は
、
県
費
負
担
教
職
員
の
研

修
―
な
ど
に
関
す
る
事
務
権

限
が
あ
る
。

44
市市
がが
中中
核核
市市
にに

政
府
は
3
月
15
日
の
閣
議

で
、
「
平
成
30
年
等
に
お
け

る
特
定
地
域
に
係
る
激
甚
災

害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る

政
令
」
を
決
定
し
た
（
3
月

20
日
公
布
・
施
行
）
。

30
年
4
月
24
・
25
日
の
豪

雨
で
は
富
士
吉
田
市
な
ど
が
、

8
月
20
日
か
ら
9
月
5
日
ま

で
の
間
の
暴
風
雨
お
よ
び
豪

雨
で
は
七
尾
市
、
新
宮
市
、

高
槻
市
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

適
用
に
よ
り
、
地
方
自
治
体

が
行
う
公
共
土
木
施
設
や
農

地
な
ど
の
復
旧
事
業
に
対
す

る
国
庫
補
助
率
の
嵩
上
げ
等

が
行
わ
れ
る
。

激
甚
災
害
指
定
を
閣
議
決
定

DVDパッケージ【提供＝総務省】

総
務
省

小小学学生生向向けけ
主主権権者者教教育育動動画画
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